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応急災害復旧作業状況（地すべり・河道閉塞・海岸）
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応急災害復旧作業状況 （DX技術の活用）

① 衛星通信システムの活用
地震発生直後、通信不可の地域では、衛星
通信システムを活用し、インターネット利用し
たWEB会議・映像データ等送受信により、現
場‐支店-本社間の情報共有体制を構築した。

② 現場管理のためのモニタリングシステム
河道閉塞等の応急対策現場において、傾斜
計等を配置しながらモニタリングを行い、作業
や斜面の安全性を確認した。

③ ドローンの活用
ドローンを使用することにより、安全かつ迅速
に現地測量等行うとともに、上空映像からの
作業管理、３次元データによる数量計算等の
効率化を図った。

④ 遠隔操作施工機械の導入
安全性の確認できない現場（例えば、強度確
認できない橋梁を渡るなど）では、機材・土砂
運搬等の作業において遠隔操作施工機械を
使用した。

ドローン測量 現場上空写真

※写真は会員企業より提供


